
※聖籠町はこの運動に協力しています 

　3月1日、２日の両日、交流館「杜」を会場に行われた若手プロ棋士
による大会「囲碁千里杯」。小林光一名誉棋聖を始め、予選を勝ち抜い
たプロ棋士４名を含む10名のプロ棋士が来町し、トーナメント戦の準
決勝、決勝戦、そして囲碁愛好者との交流イベントが行われました。
写真は、プロ棋士による指導碁。写真右は史上最年少の11歳でプロと
なった藤沢里菜二段。（関連記事：2～3Ｐ）

【 主 な 内 容 】【 主 な 内 容 】
■■
囲
碁
愛
好
者
１
０
０
名
が
聖
籠
町
に
集
結

囲
碁
愛
好
者
１
０
０
名
が
聖
籠
町
に
集
結

　　

プ
ロ
か
ら
の
直
接
指
導
で
魅
力
堪
能

プ
ロ
か
ら
の
直
接
指
導
で
魅
力
堪
能　　

2525
周
年
囲
碁
千
里
杯

周
年
囲
碁
千
里
杯
 … …
22
・・
33
ＰＰ

■■
楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
ま
し
た

楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
教
室

シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
教
室
 …
…
…

 …
…
…

44
ＰＰ

■■
卒
業
記
念
作
品
作
り
＆
町
長
と
の
懇
談
会

卒
業
記
念
作
品
作
り
＆
町
長
と
の
懇
談
会　

聖
山
大
学

　

聖
山
大
学
 
…
…
…
…
…
…

 
…
…
…
…
…
…

55
ＰＰ

■■
教
え
て
イ
シ
ダ
さ
ん
！
第
三
弾

教
え
て
イ
シ
ダ
さ
ん
！
第
三
弾    

聖
籠
文
化
財
紀
行

聖
籠
文
化
財
紀
行  

 …
…
 …
…

88
・・
99
ＰＰ



▼
藩 

坤
鈺
二
段
を
講
師
に
行
わ
れ
た「
こ
ど
も
囲
碁
教
室
」。参
加
し
た
13
名
の
子
ど

も
た
ち
は
、
最
後
ま
で
真
剣
に
先
生
の
話
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

囲碁愛好者100囲碁愛好者100名が名が聖籠町聖籠町にに集結集結
プロからの直接指導で魅力堪能　　　　　　　　　　　　　　　里杯

　

3
月
１
日
と
２
日
の
両
日
、
交
流
館

「
杜
」
を
会
場
に
25
歳
以
下
の
プ
ロ
棋

士
に
よ
る
大
会
「
囲
碁
千
里
杯
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
史
上

最
年
少
の
11
歳
で
プ
ロ
棋
士
に
な
っ
た

藤
沢
里
菜
二
段
を
含
め
、
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
４
名
の
若
手
棋
士
が
優
勝
を
争

う
大
会
で
、
損
害
保
険
な
ど
を
扱
う
㈱

千
里
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
聖
籠
町

も
囲
碁
の
普
及
に
よ
る
人
材
育
成
、
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら

共
催
と
し
て
会
場
提
供
並
び
に
運
営
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
１
日
の
準
決
勝
を

勝
ち
抜
い
た
鈴
木
伸
二
四
段
と
平
田
智

也
三
段
の
決
勝
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
半
の
厳
し
い
状
況
か
ら
逆
転
し
た
鈴

木
伸
二
四
段
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
日
に
は
町
民
会
館
を
会
場

に
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
「
こ
ど
も
囲
碁
教

室
」
や
「
指
導
碁
」、「
決
勝
戦
大
盤
解

説
会
」
も
行
わ
れ
、
聖
籠
町
を
始
め
、

県
内
各
地
か
ら
約
百
名
の
囲
碁
愛
好
者

が
参
加
し
、
プ
ロ
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
な
が
ら
囲
碁
の
楽
し
さ
、
奥
深
さ
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
日
に
行
わ
れ
た
、
こ
ど
も
囲
碁
教

室
で
は
13
名
の
聖
籠
町
の
子
ど
も
た
ち

が
、
藩は

ん

坤こ
ん
ゆ鈺

二
段
と
急
遽
加
わ
っ
て
く

れ
た
小
川
誠と

も
こ子

六
段
か
ら
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
に
プ
ロ
棋
士
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、

褒
め
ら
れ
る
と
笑
顔
を
見
せ
た
り
楽
し

そ
う
な
様
子
で
し
た
。

　

２
日
に
行
わ
れ
た
30
名
限
定
の
指
導

碁
は
、
７
名
の
プ
ロ
棋
士
が
一
人
で
２

名
〜
５
名
と
同
時
に
対
局
す
る
も
の

で
、
参
加
者
は
プ
ロ
と
直
接
対
局
で
き

る
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、

時
に
は
感
嘆
の
声
や
、
険
し
い
表
情
も

▼

藩二段に直接指導を受けた子どもたち。
　（こども囲碁教室）



見
せ
て
い
ま
し
た
。
聖
籠
町
か
ら
参
加

の
渡
辺
丈
久
さ
ん
は
「
今
回
が
初
め
て

の
プ
ロ
と
の
対
局
。
分
か
ら
な
い
な
り

に
楽
し
め
ま
し
た
」、
新
潟
市
か
ら
参
加

の
中
学
生
、
真
島
大
武
さ
ん
は
「
勉
強

に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
機
会
を
も
っ
と

つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
盤
面
の
様
子
を
映
し
な
が
ら
、

藩は
ん

坤こ
ん
ゆ鈺

二
段
が
聞
き
手
と
な
り
、
小
林

光
一
名
誉
棋
聖
（
九
段
）
が
解
説
す
る

形
で
大
盤
解
説
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
60
名
の
囲
碁
愛
好
者
は
、

若
手
プ
ロ
の
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

情
勢
に
声
一
つ
立
て
ず
に
見
入
り
な
が

ら
も
、
藩
二
段
と
小
林
名
誉
棋
聖
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
奥
深
い
解
説
に

う
な
ず
き
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。　

　

聖
籠
町
で
も
毎
週
土
曜
日
9
時
30
分
〜

11
時
00
分
に
町
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
て
「
こ
ど
も
囲
碁
ふ
れ
あ
い
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
の
希
望
や

お
問
い
合
わ
せ
は
、
℡
２
７-

２
１
１
１
、

聖
籠
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼

参加した有段者を相手に最多５面打ちで行われた対局。（指導碁）

▼ 

ユーモアを交え決勝戦の模様を解説する小林光一名誉棋聖と藩二
段。（決勝戦大盤解説会）

い
ざ
と
い
う
時
に
救
命
処
置　

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
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文
部
科
学
省
委
託
事
業
と
な
る
「
シ
ニ
ア
世

代
の
健
康
教
室
」
が
３
月
９
日
、
町
民
会
館
柔

剣
道
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
育
て
を
終
え
て
運
動

不
足
と
な
り
が
ち
な
40
代
以
上
を
対
象
に
、
楽

し
く
運
動
す
る
こ
と
で
、
運
動
へ
の
参
加
意
欲

と
健
康
へ
の
関
心
、
そ
し
て
交
流
の
場
と
な
れ

ば
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
40
代
か
ら
70
代
の
15
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
主
に
ボ
ー
ル
を
使
い
な
が
ら
柔
軟

体
操
や
脳
を
使
っ
た
運
動
、
全
参
加
者
が
一
緒

に
行
う
ボ
ー
ル
回
し
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
凄
く
楽
し
い
企
画
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
」
、
「
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
委
託
事
業

楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
ま
し
た

楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
ま
し
た

「
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
教
室
」

「
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
教
室
」

４．その他の意見

・楽しんで体を動かすことができて
良かったです。 …………………………… 4

・定期的に開催してもらいたいです。 ……… 2

・楽しかったです。今度は孫と一緒に
楽しみます。 ……………………………… 1

・年齢相応の動きでとても良かったです。 …… 1

・股関節を使った歩き方など色々参考に
なりました。 ……………………………… 1

シニア世代の健康教室
参加者アンケート集計

１． この事業のことをなにで知りまし
たか？

①チラシを見て 13名

②町ホームページを見て 0名

③知り合い等から聞いて 2名

④その他 0名

２． この事業に参加してどうでした
か？

①良かった 15名

②どちらとも言えない 0名

③良くなかった 0名

３． また同じような事業があれば参加
したいですか？

①参加したい 15名

②どちらとも言えない 0名

③参加しない 0名

１．この事業のことを何で
知りましたか？

２．この事業に参加して
どうでしたか？

３．また同様の事業があれば
参加したいですか？

■①チラシを見て 　■②町ホームページを見て
■③知り合い等から聞いて 　■④その他

■①参加したい　■②どちらとも言えない
■③参加しない

❶
15

❷ 0
❸ 0
　

参加したい ■■②どちらとも言

❶
15

❷ 0
❸ 0
　

❸
2

❹ 0

❶
13

❷
　0

■①良かった　■②どちらとも言えない
■③良くなかった

　

町
で
は
、
文
化
芸
術
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
優
れ
た
成

績
を
修
め
て
全
国
大
会
等
に
出
場
さ

れ
る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
激

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
は
52
件
、
１
３
８
万
円
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
町
民
会
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
11
月
か
ら
26
年
3
月
ま

で
に
対
象
と
な
っ
た
方
を
紹
介
し
ま

す
。
（
敬
省
略
）

●
国
際
大
会
出
場

・
小
林
か
な
え
（
山
大
夫
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

・
阿
部
悠
吾
（
蓮
潟
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

・
曽
根
一
葉
（
蓮
潟
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

●
全
国
大
会
出
場

・ 

ジ
ャ
パ
ン
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
高
等
部
レ

デ
ィ
ー
ス
（
網
代
浜
）
サ
ッ
カ
ー

・
阿
部
夏
美
（
山
倉
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

・
阿
部
悠
吾
（
蓮
潟
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

・ 

ジ
ャ
パ
ン
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
高
等
部
（
網

代
浜
）
サ
ッ
カ
ー

・
森
彩
音
（
次
第
浜
）
サ
ッ
カ
ー

・
高
橋
孝
美
（
次
第
浜
）
綱
引
き

●
北
信
越
大
会
等
出
場

・
高
口
愛
由
（
蓮
潟
）
ピ
ア
ノ

・
阿
部
悠
吾
（
蓮
潟
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

・
魚
野
星
花
（
ひ
ば
り
が
丘
）
ピ
ア
ノ

・
相
馬
花
音
（
真
野
）
ピ
ア
ノ

・
森
彩
音
（
次
第
浜
）
サ
ッ
カ
ー

全国大会等出場激励金のご案内
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平成26年度　高齢者学級「聖山大学」
第42期生を大募集します

　町公民館では、平成26年度の高齢者学級「聖山大学」の学生を募集いたします。
　交流の輪を広げて仲間づくり、健康づくりをしたい方のお申込みをお待ちしています。

老人クラブに入会されていない方も大歓迎です！

～事業予定～
・地域の子どもたちとの合同事業（芋植え・地引き網等）
・施設見学（町内外の企業）
・作品作り　
・キャンプ　
・修学旅行　
・講演会　　
　 他にもみなさんの意見を聞きながら月１・２回程度
の事業を考えて行います。

▲修学旅行で東京に行ってきました

募集期間：平成26年４月８日（火）まで　　　　　学び期間：平成26年５月～平成27年３月
参加資格：町内在住の60歳以上の方
入 学 金：3,000円（その他事業会費で２～3,000円程度かかる場合があります）
お問い合わせ：町民会館　２７－２１２１　担当：足立

寒
さ
に
負
け
ず
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す

寒
さ
に
負
け
ず
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す

卒
業
記
念
作
品
作
り
＆
町
長
と
の
懇
談
会

卒
業
記
念
作
品
作
り
＆
町
長
と
の
懇
談
会

　

２
月
14
日
、
聖
山
大
学
で
の
学
び
も
残
り
わ
ず
か
に
な
っ
て
き
た
こ
の
日
、
１
年
間
の
活
動
の
記

念
に
陶
芸
で
茶
碗
や
お
皿
、
お
椀
な
ど
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
こ
の
作
品
を
見
て
、
聖
山
大
学
の
活
動
や
同
級
生
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
、
敬
和
学
園
大
学
の
趙
先
生
、
町
陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
39
・
40
・
41
期
生
を
対
象
に
町
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

26
年
度
の
当
初
予
算
や
主
な
事
業
な
ど
町
の
取
組
み
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
を
機
に
町
に
興
味
を
持
ち
、
様
々
な
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

みなさんでワイワイ
話ながら、楽しく作
りました。

真剣な表情で、町の
取組みを聞いていま
した。

先生に教えていただ
きながら、上手に作
れました。

熱心にお話ししてい
ただきました。

聖山大学
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社
会教
育課週

末子ども事業

社
会教
育課週

末子ども事業

聖籠町町民会館　☎27ー2121（つなひき にいにい）　担当／松井・高松までお願いします。
Ｅメールでのお問い合わせは　info@kaikan.seirou.niigata.jp　件名「週末体験くらぶＱ」で

週末体験くらぶのことを詳し
く書いた登録申込み用紙を4
月上旬に学校を通じてお渡し
しますので、よろしくお願い
します。

～子どもたちには小さな冒険(体験)を～
社会教育課 週末子ども事業

毎週土曜日(ときどき祝日・日曜日)午前９：30～11:30、
町民会館や町内公共施設を会場にして遊んでいます。

週末体験くらぶ2014週末体験くらぶ2014
登録(無料)のご案内でーす。

町内三小学の
１年生～６年生
児童対象

ペットボトルいかだペットボトルいかだ

いもたちの入学式（苗植）いもたちの入学式（苗植）

カッパ伝説のなぞカッパ伝説のなぞ

町音楽祭町音楽祭

芸術的チョコ作り芸術的チョコ作り

サッカーで遊ぼうサッカーで遊ぼう

お問い合わせ先お問い合わせ先

ソリンピック2014ソリンピック2014

英語で遊ぼう英語で遊ぼう

磐越ＳＬみんな旅磐越ＳＬみんな旅

こんなかんじで遊んでいます

協力団体・組織・
コラボメンバー

●安全運営管理委員

●聖籠町青少年育成会

●聖籠町陶芸サークル

●炎の会（油絵）

●優遊会（絵手紙）

●フォートせいろう(写真)

●優遊会（絵手紙）

●敬和学園大学

●グリーン産業(株)

●JAPANサッカーカレッジ

●卓友会(卓球)

●聖山大学



(7)

学校支援地域本部事業

ひひろがるふふれあいみみつけるよよろこび

問い合わせ：聖籠町学校支援地域本部（聖籠町町民会館・社会教育課内） ☎27ー2121
地域コーディネーター：新保利文・佐久間千都・堀　弘美・大倉幸子

平成25年度　第２回　地域教育協議会 ２/12　開催

第２回　地域教育協議会の内容
１　本部長あいさつ
２　議事
（１）平成25年度　学校地域支援本部事業活動経過報告
（２）活動の成果・課題について
（３）各学校からの意見と今後の取り組みについて
（４）意見交換
（３）その他

３　閉会のあいさつ（副本部長）

●職員の皆さんからの感想や意見・要望
蓮野小… サポーターの登録人数が少なかったところを、PTA会長が事あるごとに声を掛け、集落の代表の方に呼びか

けサポーターが増えた事が一番の成果で嬉しい。
　　　　クリーン作戦の引率の人数が増えない。農繁期と時期が重なるようなので、活動時期の変更など検討したい。
山倉小… 今年度の活動を継続して欲しい。大峰山登山での引率や、チャレンジランニングではリハーサルから本番ま

で継続した安全見守りのサポートに入ってもらい、サポートがなければ、職員だけではできないと感じてい
る。

亀代小…    スキー授業が今年度から始まり、職員だけでは手が足りないところをサポートに入ってもらう事ができた。
　　　　来年度以降もお願いしたい。
　　　　学校としてもPTAに紹介し、PTA総会などでPRしサポーターを増やしたい。

★　申し込みは、学校支援地域本部（聖籠町町民会館・社会教育課内）の窓口で受けつけております。
　　なお申し込み用紙は、町内小学校・聖籠中学校地域交流棟・町民会館・結いハート聖籠にも用意しております。
　　(サポーターによる活動は、無償とさせていただきます。)
★　登録していただいた方には、後日連絡させていただきます。

サポート活動内容…校外学習の引率補助、駐車場の誘導、家庭科、音楽、本の修理、昔遊び
など…《できる事を　できる時に　できる範囲で》子どもたちと一緒に楽しみながら活動し
て下さる方の参加をお待ちしています。

　町民会議会長の田村さんより学校支援地域本部事業
PRの時間をいただき、講演会に参加された町民会議育
成員や集落区長、保護者のみなさんへ「25年度のサ
ポーター活動紹介と26年度子どもサポーター募集」の
説明をしました。

町青少年健全育成講演会（２/22）での本部事業PR活動

「子どもサポーター」募集しています。「子どもサポーター」募集しています。「子どもサポーター」募集しています。「子どもサポーター」募集しています。平成26年度









新潟県農地部農地計画課編
下越開発地域土地分類基本調査
1973『新潟』　1973『新発田』　1972『中条』を一部改変

※ 番号は遺跡の登録番号

45. 佐々木山遺跡
46. 潟尻遺跡

47. 菖蒲沼遺跡

　 

　 　事業予定地内が埋蔵文化財包蔵地である場合は事前に確

認調査を行い、工事が埋蔵文化財に影響を及ぼす範囲を確

認し、場合によっては発掘調査を行う必要があります。

　 　また埋蔵文化財包蔵地に指定されていない場合でも、

事業予定地の立地等により埋蔵文化財が包蔵されている

可能性がある場合には、事前に試掘調査のご協力をお願

いする場合があります。

　※ なお、工事中に土器等が発見された場合には速やかに

届け出ることが義務づけられており、協議が必要とな

ります。事業計画が変更されることを回避するために

は、埋蔵文化財の有無を事前に確認することが大切で

す。開発計画の円滑な遂行と埋蔵文化財保護のため

に、事前協議をできるだけ早期にお願いします。





休館日
ス春季混合
　バレーボール大
会

スエアロビクス、
藤寄あそび場

ス太極拳、亀代あ
そび場、ジュニ
アソフトテニス
クラブ

スピラティス（昼）、
ヨガ（夜）、ジュ
ニアバドミント
ンクラブ

スヨガ（昼）、ハワ
イアン フラ

ス 小学生ヒップ
ホップ教室、フ
リースポーツ

休館日

せいろう少年少女
合唱団 入団式

ス北新岩船ブロッ
ク野球町予選大
会

スエアロビクス、
藤寄あそび場

ス太極拳、亀代あ
そび場、ジュニ
アソフトテニス
クラブ

スピラティス（昼）、
ヨガ（夜）、ジュ
ニアバドミント
ンクラブ

スヨガ（昼）、ハワ
イアン フラ

ス 小学生ヒップ
ホップ教室

休館日

・ブックスタート
プラス

・ブックスタート ・週末体験クラブ
（NAZO）

ススポーツ少年団
入団式

スエアロビクス、
藤寄あそび場

ス太極拳、亀代あ
そび場、ジュニ
アソフトテニス
クラブ

スピラティス（昼）、
ヨガ（夜）、ジュ
ニアバドミント
ンクラブ

スヨガ（昼）、ハワ
イアン フラ

ス 小学生ヒップ
ホップ教室、女
子サッカー教室

休館日

昭和の日

ス太極拳、亀代あ
そび場、ジュニ
アソフトテニス
クラブ

※ 上記予定は変更する場合があります。詳しくは、町民会館（0254－27－2121）又はスポネットせいろう（0254－27－
1515）へお問い合せ下さい。 ※ スは、「NPO法人スポネットせいろう」の略。

 生涯学習･スポーツイベント情報 【上段：生涯学習　下段：スポーツ】4月
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日　SUN 月　MON　 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
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４月４月からから聖籠町立図書館をを
閉館閉館させていただきますさせていただきます

　新図書館は、旧聖籠中学校グラウンド跡地にて、
　平成26年６月新設オープンを目指しています。
　なお、４月以降の返却は、各集落・町民会館前の
ブックポストをご利用ください。

郷土資料（聖籠町に関するもの）寄贈についてのお願い
～地域の情報拠点に～

　図書館は、図書等の資料や情報を収集し、貴重な知的財産を、後世に伝える役割も担っています。
特に郷土資料（聖籠町に関する資料）は、その地域でなければ収集できないものも多く、入手できな
い状況にあります。
　新図書館には「まち情報ギャラリー」コーナーを設置し、聖籠町の情報を積極的に提供していきた
いと考えています。
　みなさまのご家庭等で、次のような資料がございましたら寄贈をお願いします。

図書館ご利用のみなさまへ

【聖籠町で出版されたもの】
★　聖籠町の歴史や地理、伝統文化や産業などについて書かれたもの
★　 聖籠町出身の方、または聖籠町内にお住まいの方が自費出版された自分史や、俳句や短歌などの作

品集
★　聖籠町内のグループや機関が作成した調査資料や同人誌など
★　  聖籠町内企業の社史、社内報、研究報告書、パンフレット、リーフレット
　　（商店のチラシ、ポスター、お店のメニュー等）
★　聖籠町内の各学校、こども園、保育園で刊行された資料
★　聖籠町内で行われた行事、催し物等に関する資料（イベント報告書・地域行事・スポ－ツ大会等）

● ご寄贈の際は、新図書館が開館するまでの間は、現図書館（町民会館内）に電話でご連絡をお願い
します。なお、寄贈いただいた資料の取り扱いは、当館に一任願います。

● 寄贈いただいた資料は、広く町民のみなさまにご利用いただくとともに、聖籠町独自の貴重な郷
土資料として、永年保存し、後世に伝えます。

問い合わせ　聖籠町立図書館　℡ 27－6166


